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１． 背景及び目的 

 当協会（以下、ＪＳＡという）は、我が国の標準化ナショナルセンターとし

て標準化の開発・普及・啓蒙活動に取り組んでいます。ＪＳＡは、国内・国際共に

従来の制度にとらわれない規格開発ニーズが高まっていることを踏まえ、企業

等の依頼を受けて、透明性・公平性及び客観性を確保した民間規格としてＪＳ

Ａ規格（以下ＪＳＡ-Ｓ*：ジェイサス）を開発・発行する制度を 2017 年 6 月に

創設し、これらの多様なステークホルダーのニーズに柔軟に応えています。 

 *ＪＳＡ Ｓｔａｎｄａｒｄｓ ＆ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓの略。 

 

２． ＪＳＡ-Ｓ制度の位置付け 

 ＪＳＡ-Ｓは、サービス分野を含む多様な規格開発のニーズを持っておられる

様々な企業、団体、政府関係機関、学会等からのご相談・ご依頼を受けて、Ｊ

ＳＡ規格開発センターが規格開発専門機関として、有償で質の高い、スピーデ

ィーで効率的な規格開発プロジェクトマネジメントによる支援を企業（団体）

に提供し、迅速に開発する民間ベースの規格です。 

 

３． ＪＳＡ-Ｓ制度の主な特徴 

（１）多様な規格開発ニーズに対応 

ＪＳＡ-Ｓは、これまで実現できなかった、規格開発の受け皿が存在しない分

野など、様々な規格開発に対応します。個別企業発の規格化も可能です。 

（２）迅速なタイムスケジュール 

ＪＳＡ-Ｓは幅広いコンセンサスを醸成できる一方で、発行までの迅速なタイ

ムスケジュールを実現します。プロジェクトの採択から最短で 3 カ月以内での

ＪＳＡ-Ｓ発行が可能です。 

（３）シンプルなメンバー構成 

ＪＳＡ-Ｓは、賛同者３名で、作成を素早くスタートすることができます。ス

タート段階とＪＳＡ-Ｓ案が確定した段階で情報提供を行い、広く意見を求めま

す。 

 

 



 

以上のことから、本制度を利用することで得られる効果として、例えば次の

ようなものがあります。 

①製品／サービスの普及に貢献 

・オープンなコンセンサス形成を経るため、ＪＳＡ-Ｓ発行に先立って幅

広い関係者と調整し認知されることで、製品／サービスの普及がしやすく

なります。個別企業が本制度を利用する場合であっても同様です。 

・対象とする製品／サービスが何らかの理由で国家/業界規格としての採

用が難しい場合（ごく限られた業界/業種でしか適用できず引き受け手の

ないものなど）であっても、ＪＳＡ-Ｓとして開発作成し、その普及につ

なげることができます。 

②コンセンサス形成の促進 

・すぐには国内・国際的なコンセンサスが難しいと思われる製品／サービ

スであってもＪＳＡ-Ｓを開発することが可能です。ＪＳＡ-Ｓ開発プロジ

ェクトを進める過程でコンセンサス形成が促進され、将来のＪＩＳ化・国

際標準化につなげることができます。 

 

③客観的な評価によるＰＲ向上 

・ＪＳＡ-Ｓとなることで、製品／サービスを客観的に評価することがで

きるだけでなく、適合性評価と組み合わせることで、より適切な評価を実

現し他者へのＰＲに役立ちます。さらにいえば、ＪＳＡ-Ｓ開発段階で適

合性評価を想定していくことで、戦略的なＰＲ方法を検討することができ

ます。 

 

 

４． ＪＳＡ-Ｓ開発プロセス 

ＪＳＡ-Ｓ開発プロセスのフローは、別紙の通りです。 

 



 
 

 

ＪＳＡ-Ｓ制度の業務の流れ［2018 年 12 月～］ 
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